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今月の紙面から 平成24年1月15日号

市広報編集係では、常用漢字と新聞用字用語集を基本に、市独自の用字用語を定めて編集しています。電話＝☎、ファックス＝ FAX、メール＝メール、ホームページ＝ＨＰとして表記しています。
また、市民のみなさんの居住地は、コミュニティ地区名で表記しています。

宗像市教育委員会　学びの里トピックス� 8〜9

６年間でごみが半分に「クリーンアップむなかた」の活動成果、「みんなで３Ｒ」� 12

ふれあいバスとコミュニティバス　２月１日（水）から路線とダイヤを一部改定� 14

確定申告と市県民税申告、あなたはどちら� 15

所得税が還付になる確定申告は「還付申告センター」で� 16

「市役所職員」とかたる振り込め詐欺に注意！、「転ばぬ先の杖」� 23

提案を受けて市の方針を決定　むなかた改善会議� 2〜3
２月１日（水）から市営渡船の区間や運賃などが変更� 4

生活習慣病予防講座で不健康な体と向き合おう、「健康むなかた21」� 24

昨年は４位、今年は地元で開催「郡
市対抗駅伝競走大会」（20ページ）
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行政 学びの里 男女共同参画 カレンダー 環境 お知らせ 市民協働 健康・福祉

　広報紙15日号で毎月、市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/に掲載し
ている市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課　☎（36）０８９０

　
昨
年
12
月
21
日
（
水
）
の

定
例
記
者
発
表
で
、
１
月
末

ま
で
大
島
の
旅
館
や
民
宿
で

開
催
さ
れ
て
い
る
「
ア
ラ
く

え
祭
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
ア
ラ
は
、
大
き
い
も
の
で

50
キ
ロ
以
上
に
も
な
る
魚

で
、
冬
場
は
脂
が
乗
り
、
鍋

で
も
刺
身
で
も
お
い
し
い

「
冬
の
味
覚
の
王
様
」
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
は

漁
獲
量
が
減
り
、
今
で
は
魚

新
聞
記
者
の
み
な
さ
ん
に

天
然
ア
ラ
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

屋
や
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
見
か

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
幻

の
高
級
魚
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
今
回
、

大
島
の
旅
館
や
民
宿
で
、
安

価
で
お
い
し
い
玄
界
灘
で
捕

れ
た
天
然
ア
ラ
を
提
供
す
る

企
画
が
で
き
ま
し
た
。
料
理

は
、
ア
ラ
鍋
、
刺
身
、
ト
ウ

ヘ
イ
（
大
島
か
ら
沖
ノ
島
一

帯
で
捕
れ
る
ク
ロ
ア
ナ
ゴ
）

の
か
ら
揚
げ
、
雑
炊
な
ど
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
も
、
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
食
べ
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
き
っ
と
満
足
さ

れ
る
と
思
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
宗
像
観
光
協
会
情
報

コ
ー
ナ
ー
☎
（
62
）
３
８
１

１
へ
電
話
か
、
ＨＰhttp://

w
w
w
.genkai.com

/

で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

本
年
度
で
５
年
目
を
迎
え
た
「
市
民
サ
ー
ビ
ス
協
働
化
提
案
制
度
」
に

は
、４
団
体
か
ら
提
案
が
あ
り
ま
し
た（
表
１
）。市
で
は
、「
市
民
参
画
等
推

進
審
議
会
」
で
の
審
査
結
果
を
踏
ま
え
、４
事
業
の
採
択
を
決
定
。谷
井
博

美
市
長
か
ら
昨
年
12
月
19
日
、各
団
体
へ
決
定
通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。そ
こ
で
、来
年
度
か
ら
の
事
業
開
始
に
向
け
て
、各
団
体
の
み
な
さ
ん

に
意
気
込
み
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
活
動
交
流
室　

☎（
36
）０
３
１
１

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

　
　

私
た
ち
が
実
施
し
ま
す

市
民
サ
ー
ビ
ス
協
働
化
提
案
制
度

市
民
サ
ー
ビ
ス
協
働
化
提
案
制
度

（表１）

事業名称
（市担当課）

提案団体名 提案内容

①田島汚水中継ポンプ場
植栽管理作業
（下水道課）

田島地区
コミュニティ
運営協議会

ポンプ場の草刈りや寄植刈
り込みなどの植栽管理を地
元の住民が実施し、自分た
ちの手で地域の美観を保持
する

②安全で快適な
　野球場づくり事業

（維持管理課）

安全で快適な
野球場を
つくる会

宗像中央公園や明天寺公園
の野球場利用者が、安全で
快適に野球ができるよう
に、定期的に内野グラウン
ド整備作業を実施する

③成年後見人育成事業
（地域包括支援センター）

ＮＰＯ法人
高齢者・障害者
安心サポート
ネット

成年後見に関する具体的な
事例研究会や実務的なノウ
ハウなどを題材にした研修
会、勉強会を開催し、地域
で後見を担う人材を育成す
る

④新米ママパパ
　子育て支援推進事業
　「赤ちゃんくらぶ」
（子ども育成課）

宗像子育て
ネットワーク
こねっと

第一子の０歳から１歳前後
の子育てをしている保護者
を対象に、育児不安の軽減、
乳幼児期の成長や発達の基
本的な学習の場を提供し、
育児力の向上を図る

事業開始に向けて意気込みを誓い合う
各団体の代表者と谷井市長（右から３人目）

①
田
島
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場

植
栽
管
理
作
業

▽
田
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会矢

野
昭
彦
さ
ん

　
田
島
地
区
に
は
市
の
下
水

道
の
中
継
ポ
ン
プ
場
が
あ
り

ま
す
が
、
雑
草
な
ど
で
荒
れ

た
状
態
だ
っ
た
た
め
、
地
元

で
植
栽
管
理
を
し
た
い
と
手

を
挙
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け

に
、
地
域
住
民
の
ま
と
ま
り

や
、
市
の
施
設
で
も
自
分
た

ち
の
地
域
に
あ
る
も
の
と
し

て
大
切
に
す
る
気
持
ち
が
生

ま
れ
て
く
れ
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

②
安
全
で
快
適
な

野
球
場
づ
く
り
事
業

▽
安
全
で
快
適
な
野
球
場
を

つ
く
る
会
副
代
表

平
泰
勇（
や
す
お
）さ
ん

　
今
ま
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整

備
は
、
審
判
や
選
手
ら
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
中
央
公
園

野
球
場
は
30
年
、
明

天
寺
公
園
野
球
場
は

20
年
以
上
が
た
ち
、

傷
ん
で
き
た
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
整
備
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て

き
た
た
め
、
組
織
を

立
ち
上
げ
て
事
業
提

案
を
し
ま
し
た
。

　
特
に
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
整
備
す
る
姿
を

見
て
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
大
切
に
使
う
意
識
が
芽
生

え
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

③
成
年
後
見
人
育
成
事
業

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
高
齢
者
・

　

障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト

　

ネ
ッ
ト
正
会
員

廣
塚
道
治
さ
ん

　
成
年
後
見
制
度
は
、
介
護

保
険
制
度
と
共
に
平
成
12
年

に
で
き
た
制
度
で
す
が
、
介

護
保
険
制
度
に
比
べ
、
ま
だ

ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
取
得
し
て

５
年
に
な
り
ま
す
が
、
研
修

会
な
ど
を
通
じ
て
成
年
後
見

制
度
の
啓
発
と
後
見
人
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

④
新
米
マ
マ
パ
パ

子
育
て
支
援
推
進
事
業

「
赤
ち
ゃ
ん
く
ら
ぶ
」

▽
宗
像
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
こ
ね
っ
と
副
代
表

棚
橋
美
智
子
さ
ん

　
平
成
18
年
度
か
ら
市
と
の

協
働
事
業
と
し
て
管
理
運
営

し
て
い
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ふ
ら
こ
っ
こ
」
で
は
、

子
育
て
中
の
保
護
者
の
個
別

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

が
、
も
う
少
し
み
ん
な
で
協

力
し
て
問
題
を
解
決
で
き
る

よ
う
に
と
思
っ
て
今
回
の
事

業
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
全
国
で
は
頻
繁
に
、
幼
児

虐
待
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
育
児
へ
の
不
安
を
軽
減

し
、
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん

が
手
と
手
を
取
り
合
っ
て
子

育
て
で
き
る
よ
う
に
、
私
た

ち
も
手
助
け
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
決
定
通
知
書
交
付
式
で
谷

井
市
長
か
ら
「
協
働
化
提
案

制
度
の
取
り
組
み
で
、
市
の

ま
ち
づ
く
り
も
着
々
と
進
ん

で
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
市

と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

激
励
を
受
け
た
４
団
体
の
み

な
さ
ん
。
来
年
度
か
ら
の
取

り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

谷
井
市
長（
左
端
）か
ら
決
定
通
知
書

を
受
け
取
る
各
団
体
の
代
表
者


